
 

 使用言語に関する調査 

 

 

本書の記入済み原本は、児童の永久記録ファイルに保管してください。 

法的根拠：1965年初等中等教育法（Elementary and Secondary Education Act of 1965）第3111条 

 

保護者の方へ 

複数の言語を話せることは、価値あることです。英語を学習する間も、ご家庭では母国語の使用を継続される

ことをおすすめします。他の言語を話す、または理解する児童は、英語力の向上やメイン州の学習基準の達成

に向けた支援を受けられる場合があります。幼稚園から12年生までのすべての児童に向けた以下の質問は、 

お子様が英語支援サービスの対象となるかどうかを学校が判断するための参考になります。 

本書および以下の調査を他の言語でご希望の場合、または通訳が必要な場合は、学校までお申し出ください。

皆様には、学校からのすべての連絡を、最も理解しやすい言語で、口頭または書面にて受け取る法的権利があ

ります。 

以下に英語以外の言語を記入された場合、お子様には英語能力（ELP）スクリーニングテストが実施されます。

お子様の成績に応じて、英語学習者（English Learner）と認定され、英語支援を受ける資格が与えられる場合

があります。ご回答は教育目的のみに使用し、お子様の学校ファイルに保管されます。閲覧は学校職員のみに

限定されますので、ご安心ください。学校職員は、ご家族の移民状況についてお尋ねすることはできません。 

 

情報をお寄せいただき、ありがとうございます。お子様の学習が順調に進むことを願っております。 

 

児童名： 
 

生年月日： 

学校： 
 

予想学年： 

 

質問はすべてお答えください。 

1. お子様の第一言語は何語ですか？   

2. お子様が最も話しやすい、または理解しやすい言語は何語ですか？   

3. お子様が日常的に接している言語は何語ですか？   

 

保護者署名：   日付：   

_________________________________________________________________________________________________ 

学校内でのみ使用可能な入学後証明：使用言語に関する調査（上記質問1～3）で英語のみが指定されている場合、教師

がこの欄に記入し、多言語ディレクターまたはコーディネーター、もしくは言語アクセス委員会の承認を得た場合に限

り、ELPスクリーニングを実施できます。英語以外の第一言語または家庭で使用されている言語が、児童の英語力の発達

に影響を及ぼしている証拠を示してください。 

署名： 教師   日付：  

 多言語ディレクター/コーディネーター   日付：   


